
（様式2） 平成２８年度　自己評価表 鳥取県立鳥取養護学校

評価項目 評価の具体項目 現状 到達状況 評価 改善策

小
学
部

○自分らしく意欲的に学習する子どもの育成 ○クラス単位で一人一人の実態に応じたわかりやすい授業
づくりに努めているが、実態把握や目標設定、評価の妥当
性、支援方法などの検討が十分ではない。他のクラスの実
践や教員同士の専門性を広めていき、授業改善につなげて
いく必要がある。

中
学
部

○一人一人の課題や教育的ニーズに応じた授業づくりの
推進

○生徒一人一人の各諸計画と日々の実践がつながる授業
づくりに取り組んでいるが、目標設定や評価の妥当性につ
いて、不十分な点もある。自信を持って、授業が展開できる
よう、授業づくりを進める必要がある。

高
等
部

○一人一人の卒業後の生活に活かせるような授業づくり ○生徒の障がいや病気について理解し、実態に応じた授業
を実践している。目標に対して評価を行っているが、授業の
見直しに活かしきれていない。
〇卒業後の社会生活のイメージを学習内容に活かしきれて
いない状況がある。

教
務
部

○適切な目標設定及び評価に基づく指導の改善 ○児童生徒の実態から自立活動の目標をどう設定するか、
また各教科の目標をどう設定するか共通理解を図る必要が
ある。
○（学期末だけでなく）適切なスパンで評価を行い、指導の
改善を図る必要がある。

研
究
研
修
部

○児童生徒の自立をめざした教育の充実 ○児童生徒の自立に向けて実態を捉え、教育的ニーズを検
討していく必要がある。
○学習場面での実態に応じた授業づくりについて、実践の
蓄積ができつつある。

情
報
教
育
部

○ＩＣＴを活用した授業実践報告（※一人一事例報告） ○短発的な実践事例は多くあるが、児童生徒の変容がわか
るまで長期に取り組んだ実践報告が少ない

小
学
部

○卒業後の姿をイメージした保護者と関係機関との連携 ○保護者との連携は、連絡帳や送迎の際に情報交換をして
いるが、思いや願いを十分聞き取れていない保護者もいる。
○支援会議などで、関係機関と連携して支援方法を共通理
解できている事例が増えてきているが、関係機関とつながっ
ていない現状がある。

中
学
部

○自己実現に向けた指導・支援を行うための連携の在り
方

○生徒一人一人の「自立」「社会参加」とは、どんな姿なの
か、それぞれで捉えてはいるが、すりあわせが十分にできて
いない。関係者が、よく使う言葉の共通認識を持つ機会を、
積極的につくる必要がある。

高
等
部

○進路実現に向けた支援の体制づくり ○進路についての情報提供は、個々のニーズに応じて行っ
ているが、情報提供の内容と時期について見直しの必要が
ある。

未
来
企
画
部

○鳥取養護学校の将来像の企画 ○新築・改築した病弱・肢体不自由特別支援学校を視察
し、様子をまとめている。
○今後5年間の児童生徒数を調べ、必要な学級数を試算し
ている。
○療育園等、今後、使用の可能性がある部屋等を見学し、
その可能性をまとめている。

文
化
部

○仲間と協力し合う児童生徒の育成 ○委員会活動では、他学部の生徒と一緒に主体的に活動
しようとする小学部の児童の姿が見られた。
○活動が、委員会に関わる児童生徒、教職員にとどまって
おり、全校に広まっていない。

自
立
活
動
部

○自立活動に関する知識やスキルの充実に向けた適切
な情報提供

○自立活動部主催の勉強会や自立活動だよりで、児童生
徒と関わる上で必要な情報を提供しているが、より多くの教
職員のニーズに沿ったものになるよう工夫が必要である。

人
権
・
地

域
支
援
部

○関係機関との連携や情報収集と支援部だより等に
よる情報提供

○教育相談や進路等についての情報提供は保護者、教職
員に対して計画的にされているが、ケースによっては十分に
活用されていない例も見られる。

小
学
部

○意欲的に学習に向かえる体づくりと安全な教育環境の
整備

○一人一人の実態により、細かい健康観察が必要である。
また、季節によっても配慮事項が異なってくるため、安定し
た体調管理のためには、教室環境の配慮や工夫が必要で
ある。意欲的に学習できるためには、個別に配慮された安
全な学習環境が必要である。

中
学
部

○生徒が安心感の中で、より主体的に活動できる教育環
境の整備

○生徒一人一人の心と身体の変化に気づき、必要な支援
や適切な指導を行うよう努力している。生徒を取り巻く様々
な環境を整備し、学習環境を整えることは、今後も必要であ
る。

高
等
部

○生徒が安全で安心して自主的な学習活動ができる教
育環境の整備

○生徒の健康状態を把握し、体調の変化に気をつけてい
る。
○教室環境の安全について点検し、整備することを継続す
る。
〇心理的要因から他者との人間関係を築くことに不安な生
徒があり、不安の軽減をすることが必要である。保

健
安
全
部

○教職員及び児童生徒の防犯・防災時における安全意
識の向上

○年間で避難訓練（火災、地震・津波の２回）、及び、防犯
訓練（不審者対応の１回）を計３回実施している。
○緊急避難場所が袋小路になっており、全員が安全に集合
できる適当な場所がない。

４　センター的機能を
推進する【チーム鳥
養の推進】

人
権
・
地

域
支
援
部

○特別支援教育研修会や相談支援の充実 ○本校で開催する研修会は、外部の参加者が少なく活用が
不十分である。相談支援も、校内人材を活用した組織的な
対応とは言い難い。また、教職員の実践の積み上げや専門
性の向上が、センター的機能につながっているという認識も
不十分である。

○生徒の健康と安全に留意し、安心できる環境で学習活
動を行っている。

○活動後にアンケートを実施し、児童生徒の満足度を把握する。（アンケー
ト内容の工夫）とともに、終礼等で活動の様子を報告し、教職員間の情報交
換を行う機会を持つ。
○学部を超えた月１回の給食交流を実施する。
○各学部担当者を設け、学部間の連携を行う。

○実態把握、目標設定、評価に基づく指導の改善等の軌
跡が指導計画に明記され、授業実践に活かされている。

○保護者とともに将来の在り方がイメージできている。

○主体的に行動し、達成感や満足感を感じられる児童生
徒の育成をめざた委員会活動等の企画や運営を行って
いる。

○社会参加について、生徒の進路希望を大切にし保護
者・関係機関と連携しながら進路実現に向けて取り組んで
いる。

○実態把握に基づき、一人一人の教育的ニーズを踏まえ
た授業実践に取り組んでいる。

○懇談で、卒業後の姿を踏まえた話や、進路についての情報提供を行う。
○支援会議等で、関係機関との連携を深める。

○人的、物的環境について、学部会で定期的に評価を行う。
○安心・安全に対するアンテナを高く張り、ヒヤリハット報告をその都度行う。

○学部内の課題を共有し、協議を行って対応を考え、生徒に関わる。生徒の変容等
について学部会等で情報交換を行う。
○ヒヤリハットの事例に学び、生徒の安全を守る体制づくりをする。

○生徒の「自立」「社会参加」の形について、本人・保護
者、関係機関と同じ思いを持っている。

○信頼関係と整った学習環境により、生徒一人一人の力
が引き出せている。

○一人一人の保護者の願いや思いに寄り添うための手段
があり、安心感を持って接する関係にある。
○卒業後の姿もイメージし、学校以外の支援者がいる。

○一人一人の実態に合わせた体づくりが行われている。
○ヒヤリハット事例を積極的に挙げ、安全意識を高め、教
室環境の改善を速やかに行っている。

○情報収集、保護者アンケート、資料作成等をもとに、将来の具体的な在り方をまと
めていく。

１　学習指導・授業改
善に努める【授業実
践の充実】

○わかる・できる授業づくりに取り組んでいる。
○聴く力、表現する力、伝える力を育成する授業づくりに
取り組んでいる。

○一人一人が研修分野を決め、自主的に研修に努め、学部全体の勉強会で情報
交換を行い、授業改善に努める。
○学部全体や小グループで教材・教具を見合う機会を持つ。

○生徒の「得意な面を生かす」「つまずきを支援する」「背
景を考える」という３つの視点に立った実践をしている。

○校内外で得た、授業づくりについての学びを、学部会で共有する。
○グループ会で、授業づくりの時間を確保する。

○卒業後の生徒の生活をイメージし、社会生活に生かせ
るような学習内容を工夫し、わかりやすく達成感のある授
業を実践している 。

○生徒の実態を的確に把握し、学習内容を工夫する。
○学習目標を示し、ICTの活用や体験的な学習などを通してわかりやすく達成感の
ある授業づくりをする。

○ＩＣＴを活用し児童生徒の実態に応じた達成感を得られ
る授業づくりを行っている。

○児童生徒の実態に応じたＩＣＴ活用が行えるように、関係機関等と連携して活用方
法の情報収集と情報提供をおこなう。

中長期目標
（学校ビジョン）

今年度の
重点目標

１　学習指導・授業改善に努める【授業実践の充実】
２　保護者や地域の期待と願いに応える【自立と社会参加】
３　児童生徒の健康と安全を守る【ＱＯＬの向上】
４　センター的機能を推進する【チーム鳥養の推進】

　自立と社会参加をめざし、より豊かに生きる力を育む学校

年 度 当 初 　　　(　　)月
目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策

A:十分達成（９０％以上）　B:おおむね達成（７0～９０％未満）　C:できつつある（４０～７０％未満）　D変化の兆し（２０％～４０％未満）　E：まだ不十分（２０％未満）

○自立活動の指導計画において、目標設定に関連する実態に印をつけ、関連性を
明示する。
○各教科の指導計画において、評価規準及び評価基準を明確にして、指導内容が
習得できたかどうかを明示する。

○教職員一人一人が安全意識を持ち、報告、連絡、相談
を密接にして、担任・学部・学校として連携のとれた取り組
みができている。また、児童生徒が自ら判断し、行動でき
る実践力を身につける指導がなされている。

○訓練後の事後アンケート等を基に、避難方法等を振り返り、学校施設の再点検を
して改善し、避難経路及び場所の再構築をする。
○訓練を通して日頃から意識しておくべきポイントを確認する教職員研修会や共通
理解の会を開催する。

○授業を支える健康観察についてのポイントについて情報交換ができている。
○実態に合った体作りについての情報交換ができている。
○ヒヤリハット事例などを情報交換し、安全な教室環境に改善している。

○特別支援学級担任の研修会への参加が増えたり、さま
ざまな相談に対して本校の人材を活用した支援にあたっ
たりして、教職員の意識や専門性が高まっている。

○特別支援学級担任と細やかに連携をとり、具体的なニーズや困り感を把握し、実
践に基づいた情報提供をする。
○様々な相談に対して校内の専門性を活用し、組織で対応する。

○自立活動部主催の勉強会や自立活動だよりで得た知
識を生かし、児童生徒と関わる上でのスキルが向上・充実
している。

○勉強会で取り上げてほしい内容についてアンケートを行い、自立活動の指導にお
ける教職員の困り感や病弱・肢体不自由教育の習熟度に沿った実践的な研修を実
施する。
○勉強会で取り上げられなかった内容は、自立活動だよりを活用し情報を提供す
る。○一人一人の実態や課題に合わせ、情報提供が必要に

応じて行われている。
○アンケート等によりニーズの把握を行い、それを基に情報収集に努める。
○収集した情報を支援部だより等を使い、広く啓発する。

○新しいサービス事業所の情報収集を行い、教職員で共有するとともに必要に応じ
て保護者に情報提供をする。
〇在学中から卒業後の社会参加を支える支援体制を保護者や関係機関と話し合
う。

２　保護者や地域の
期待と願いに応える
【自立と社会参加】

３　児童生徒の健康
と安全を守る【ＱＯＬ

の向上】

○本人の願い、夢などを大切にし、一人一人の教育的ニーズについて、実態把握を
含め検討する。
○これまでの研究で積み上げてきた授業づくりの方法に加えて、教育的ニーズをふ
まえた目標設定を行い、授業実践を重ねる。

○子どもを語る会の中で、保護者との連携事例や支援会議等の情報交換を行い、
情報共有を図る。
○懇談で卒業後の姿もイメージし、関係機関などの情報提供を行う。


